
























































た新田は、1834 年（天保 5 年）の検地で午

































　1806 年（文化 3 年）、勘定吟味役・佐屋
代官・鳴海代官より新開許可を得た浅野勘



















































































　1809 年（文化 6 年）6 月、築き残り地は
あったが新田は大方出来し、茂吉・林蔵ら






















































































































































































































た。再築立入用金は金 603 両 3 分銀 2 分 1
厘と認定。新開地所一円を代金千両に見込
み、地所半分を代金 500 両の積りとして茂
吉・林蔵へ渡し、残り金 103 両 3 分余は、
取扱人が金 50 両を勘左衛門に助成して勘
左衛門が 37 両 2 分を出金、茂吉・林蔵ら













































































































































































4 人より金 50 両、更に服部茂左衛門方分
の増し金を申立てたため取扱人が金 10 両
出し、都合金 60 両受け取った。結局は、
解決金を渡す事で訴訟は終わった。
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